
いしかわいしかわ

さくら すぎ うぐいす

ISHIKAWA town public announcement magazine

December
第647号

平成25年
12月1日発行

広報

文化の秋文化の秋
特集特集 2～5面

収穫！収穫！ 　中谷第二小学校と久之浜第一、第二小学校交流学習が11

月11日に行われました。交流学習では、中田里づくり委員会

や中谷地区まちづくり委員会等の協力により中田字高野にあ

る畑でさつまいも掘り体験を行い、収穫を楽しみながら交流

を深めていました。

【写真】さつまいも掘りを楽しむ児童
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文化の秋!!
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石
川
町
総
合
文
化
祭
が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
文
化
祭

に
は
絵
画
、
書
道
、
工
芸
品
、
手
芸
品
な
ど
多
種
多
様
な
作
品

が
展
示
さ
れ
、
来
場
者
は
文
化
の
秋
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
各
地
区
文
化
祭
で
は
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
催
し
が
行

わ
れ
、
地
域
交
流
を
深
め
な
が
ら
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。

　
今
月
号
で
は
文
化
祭
の
様
子
を
振
り
返
り
ま
す
。

草
石
展

盆
栽
展

芸
術
に
触
れ
た
1
か
月

町
民
俳
句
大
会

芸能祭音楽祭

　
石
川
町
総
合
文
化
祭
は
10
月
12
日

か
ら
11
月
10
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
最
初
に
行
わ
れ
た
の
は
石
川
草
石

会
主
催
の
第
79
回
水
石
・
野
草
・
春

蘭
展
（
草
石
展
）
で
す
。
色
鮮
や
か

な
野
草
や
趣
の
あ
る
水
石
な
ど
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
19
日
、
20
日
に
行
わ
れ
た
第

45
回
秋
の
盆
栽
展
に
は
24
点
の
作
品

が
並
び
、
鉢
の
中
に
広
が
る
自
然
美

を
堪
能
で
き
ま
し
た
。

　
10
月
20
日
に
は
第
47
回
石
川
町
芸

能
祭
、
26
日
に
は
第
21
回
音
楽
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
芸
能
祭
で
は
詩

吟
、
詩
舞
、
剣
舞
、
邦
舞
、
民
舞
、

洋
舞
、
太
極
拳
が
、
音
楽
祭
で
は
大

正
琴
、
ギ
タ
ー
、
筝
曲
、
オ
カ
リ
ナ
、

ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
、
合
唱
、
吹
奏
楽

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
10
日
に
は
町
民
俳
句
大
会
が

行
わ
れ
、
石
川
町
総
合
文
化
祭
の
最

後
を
飾
り
ま
し
た
。

　
各
地
区
の
文
化
祭
に
つ
い
て
は
次

の
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
ま
す
！
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石
川
町
公
民
館
で
行
わ
れ
た

石
川
町
総
合
文
化
祭
、
石
川
地

区
文
化
祭
。

　
体
育
館
や
会
議
室
に
は
所
狭

し
と
数
多
く
の
作
品
が
展
示
さ

れ
、
来
場
者
は
一
点
一
点
に
目

を
奪
わ
れ
な
が
ら
、
作
品
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
公
民
館
入
り
口
に
は
、「
カ

フ
ェ
じ
ち
セ
ン
タ
ー
」
が
設
け

ら
れ
、
来
場
者
の
憩
い
の
場
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
山
橋
自
治
セ
ン
タ
ー
内
に

は
た
く
さ
ん
の
野
菜
や
菊
の

花
な
ど
が
並
び
ま
し
た
。

　
ま
た
味
噌
と
じ
ゃ
が
い
も

を
使
っ
た
ア
イ
デ
ア
料
理
を

競
う
「
み
そ
か
ん
ぷ
ら
コ
ン

テ
ス
ト
」
を
初
め
て
開
催
し

ま
し
た
。

　
会
場
に
は
石
こ
ろ
多
や
石

こ
ろ
多
グ
ッ
ズ
も
お
目
見
え
。

子
ど
も
達
の
人
気
を
集
め
て

い
ま
し
た
。

　
沢
田
中
学
校
、
自
治

セ
ン
タ
ー
合
同
で
行
わ

れ
た
文
化
祭
。
入
り
口

の
大
き
な
作
品
が
目
を

引
き
ま
し
た
。

　
写
真
や
絵
画
、
つ
る

し
飾
り
な
ど
た
く
さ
ん

の
作
品
が
並
ん
だ
ほ
か
、

中
学
生
の
出
し
物
も
行

わ
れ
、
多
く
の
方
が
楽

し
み
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
竹
チ
ッ
プ

で
育
っ
た
お
米
「
さ
わ

田
」
も
販
売
さ
れ
ま
し

た
。

石
川
町
総
合
文
化
祭・

石
川
地
区

沢
田
地
区

山
橋
地
区



5 ● 広報いしかわ 12 月号

　
野
木
沢
小
学
校
「
野
小
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
合
同
で

行
わ
れ
た
野
木
沢
地
区
文
化

祭
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
の
展
示

の
ほ
か
児
童
に
よ
る
出
し
物

な
ど
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
の
ぎ
さ
わ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
ふ
じ
わ
ち
ゃ
ん
」

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
お
米
も
販

売
さ
れ
ま
し
た
。

野
木
沢
地
区

　
母
畑
自
治
セ
ン
タ

ー
内
に
絵
画
や
書
な

ど
が
展
示
さ
れ
、
作

品
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
11
月
2
日

に
は
「
ぼ
ば
た　
カ

カ
シ
ま
つ
り
」
を
開

催
。
県
道
沿
い
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
カ
カ
シ

が
並
び
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
を
対
象

に
し
た
さ
つ
ま
い
も

掘
り
も
行
わ
れ
、
秋

の
収
穫
の
喜
び
を
体

験
し
て
い
ま
し
た
。

母
畑
地
区

中
谷
地
区

　
中
谷
自
治
セ
ン
タ
ー
内
で
は
作

品
等
の
展
示
の
ほ
か
、
茶
席
が
設

け
ら
れ
、
お
茶
を
楽
し
む
こ
と
も

出
来
ま
し
た
。

　
屋
外
で
は
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

の
ほ
か
販
売
テ
ン
ト
が
並
び
、
多

く
の
人
で
賑
わ
っ
た
ほ
か
、
交
流

を
し
て
い
る
久
之
浜
地
区
の
方
が

参
加
し
、
模
擬
せ
り
売
り
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
石
川
音
頭
や
餅
ま
き

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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2013石川町産業交流祭開催!
　
石
川
町
の
農
業
・
商
業
・
工
業
が
一
堂

に
会
し
、
そ
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

「
2
0
1
3 

石
川
町
産
業
交
流
祭
」
は
10

月
27
日
、
母
畑
レ
ー
ク
サ
イ
ド
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
町
内
の
企
業
、
商
店
、
農

業
者
団
体
、
各
自
治
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
出

店
が
軒
を
連
ね
た
ほ
か
、
高
所
作
業
車
や

警
察
車
両
の
展
示
、
福
島
県
自
動
車
整
備

振
興
石
川
分
会
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

実
技
研
修
会
な
ど
の
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
学
法
石
川
高
校
吹
奏

楽
部
・
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
に
よ
る
演

奏
や
ダ
ン
ス
、
よ
さ
こ
い
踊
り
、
仮
面
ラ

▲オープニングを飾った
　学法石川高吹奏楽部の演奏

▲たくさんの団体が出店しました

▲子ども達に大人気のふわふわ遊具 ▲町内企業が自社製品をPR▲キララちゃんと
　「ハイ、ポーズ」

▲松山さんご家族に
　出生記念樹を贈呈
　元気にすくすく育ってね

▶
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た

イ
ダ
ー
鎧ガ

イ
武ム

シ
ョ
ー
、
紅
晴
美
シ
ョ

ー
、
菊
池
章
夫
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
御
神
輿
パ
レ
ー
ド
図
画
コ
ン

ク
ー
ル
表
彰
式
、
出
生
記
念
樹
贈
呈

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
体
育
館
で
は
、
町
内
の
企
業
が
自

社
製
品
等
を
展
示
紹
介
し
た
「
企
業

フ
ェ
ア
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
多
く
の

人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

震災復興・産業復興
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チームの絆でタスキをつないだ

区間 氏　名 所　属
１区 南條　凪沙 石川中１年
２区 阿曽　恵介 田村高１年
３区 瀬谷　悠輔 石川中３年
４区 本間　崇仁 学法石川高２年
５区 松岡　佳暉 日大東北高１年
６区 近藤　宏章 学法石川高３年
７区 近内　優斗 石川中３年
８区 渡辺　滉生 石川中３年
９区 根本　実咲 石川中３年
10区 大竹　龍徳 学法石川高３年
11区 田子　礼良 石川中１年
12区 小豆畑淳也 日大東北高１年
1３区 神田　政文 入遠野郵便局
14区 渡辺　将生 石川中３年
15区 鈴木　和香 石川中１年
16区 ニール ククルカ 石川町教育委員会

出場選手

　
第
25
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝

競
走
大
会
（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）
は
、
11
月

17
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
選
手
は
白
河
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
を
ス
タ
ー
ト
し
、
福
島
県
庁
前
の
ゴ

ー
ル
を
目
指
す
16
区
間
、
95
・
1
㎞
の
コ

ー
ス
を
精
一
杯
走
り
ぬ
き
、
タ
ス
キ
を
つ

な
ぎ
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
素
晴
ら
し
い

秋
晴
れ
の
中
を
選
手
た
ち
は
駆
け
抜
け
て

い
き
ま
し
た
。
沿
道
に
は
多
く
の
方
が
駆

け
つ
け
、
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
石
川
町
チ
ー
ム
は

町
の
部
で
３
位
、
総

合
で
も
12
位
と
な
り

昨
年
以
上
の
成
績
を

残
し
ま
し
た
。

　
個
人
で
は
、
4
区

を
走
っ
た
本
間
崇
仁

選
手
が
9
位
、
6
区

の
近
藤
宏
章
選
手
が

5
位
、
8
区
の
渡
辺

滉
生
選
手
が
8
位
、

10
区
の
大
竹
龍
徳
選

手
が
7
位
に
入
る
な

ど
健
闘
し
ま
し
た
。







●「ハッピースマイル」では参加してくれるお子さん（３歳以下）を募集していま
す。気軽にお問い合わせください。　石川町役場総務課　２６－２１１１
●ハッピースマイルは電子メールでも受付しています。必要事項を記入し写真
画像を添えお送りください。 koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

広報いしかわ 12 月号 ● 10

岡部　真也さん（24歳)　●立ヶ岡

▶次回は、岡部さんの紹介で遠藤　友美さんです。

職 業▶石川共生園で介護支援員として働い
ています。

Q 

Q 

Q 

Q 

A

A

A

A

今、情熱を傾けて取り組んでいることは
何ですか
仕事と趣味両方です。もうすぐ冬！楽し
みです。
将来やってみたいことや夢を聞かせてく
ださい
カッコイイ親父になりたいです。
将来どんな町になって欲しいですか
活気あふれる町になって欲しいです。
最後に理想のタイプは
一緒にいたいと思える人です。

西牧　健
けん

介
すけ

くん（1歳）

「健介が生まれてから毎日が
楽しくなりました。ありがとう☆ 」

パパ・ママより　大五郎内



●「ハッピースマイル」では参加してくれるお子さん（３歳以下）を募集していま
す。気軽にお問い合わせください。　石川町役場総務課　２６－２１１１
●ハッピースマイルは電子メールでも受付しています。必要事項を記入し写真
画像を添えお送りください。 koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

ほのぼの
        二人三脚
ほのぼの
        二人三脚

11 ● 広報いしかわ 12 月号

お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
が
1
人
、
孫
が
2
人
に
な
り
ま

し
た
。

結
婚
さ
れ
て
50
年
、
思
い
出
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和
38
年
に
結
婚
し
ま
し
た
。

結
婚
し
て
50
年
の
中
で
印
象
的
な
こ
と

は
子
育
て
で
す
。
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き
は

と
て
も
感
動
し
ま
し
た
し
、
子
ど
も
が
高
校
、

大
学
に
入
学
し
た
時
な
ど
の
節
目
は
記
憶
に
残

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
思
い
出
と
し
て
は
、

退
職
し
て
か
ら
二
人
で
三
陸
の
方
に
車
で
ぶ
ら

り
と
旅
行
し
た
こ
と
で
す
。
旅
行
自
体
も
印
象

的
で
し
た
が
、
帰
り
に
近
道
だ
と
思
っ
て
通
っ

た
と
こ
ろ
が
か
え
っ
て
遠
回
り
に
な
っ
て
し
ま

い
、
7
時
間
以
上
も
か
か
り
、
大
変
で
し
た
。

し
か
し
、
大
変
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
思
い
出
に
残

っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
野
球
が

好
き
で
学
法
石
川
高
校
野
球
部
の
応
援
で
あ
ち

こ
ち
行
っ
た
こ
と
も
よ
い
思
い
出
で
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

温
泉
が
好
き
で
す
。
気
分
も
さ
わ
や
か

に
な
る
し
、
健
康
に
も
い
い
と
思
い
ま

す
。
時
間
が
あ
れ
ば
行
っ
て
い
ま
す
。
庭
の
手

入
れ
を
す
る
こ
と
も
好
き
で
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教
え

て
く
だ
さ
い

今
出
川
沿
い
が
好
き
で
す
。
毎
日
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

町
中
の
人
通
り
が
少
な
く
、
さ
び
し
く

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
雇
用
の
場

の
確
保
な
ど
人
が
増
え
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

AA

A A A

Q

Q

Q

Q Q

　第５次総合計画後期基本計画の部門別施策について紹介して
いきます。
　児童福祉の充実においては、核家族化が進む中で、子育てサ
ロンやふれあい広場など保育所入所前の児童等を持つ親子の交
流の場を提供し、子育ての孤立防止に努めるとともに、乳幼児
健診を実施しながら、保健センター、保育所、小・中学校等の
連携を図る体制づくりに努めました。また、放課後児童対策と
して放課後児童クラブを実施するほか、原発事故による放射能

への対応として保育所・児童館園庭の表土改善を実施しました。
　核家族化が進展する中、子育てが孤立するなど子どもを取
り巻く環境が著しく変化していることから、地域や行政が協力
して子育てを支援する体制を確立する必要があります。また、
小中学校統合計画に合わせ、放課後児童対策を拡充していく
必要があります。
　このことから、従来の子育てのための施策に加え、子を持
つ親の働き方の見直しや子どもの自立を促す施策など、広い
範囲での支援が必要となることから、行政・地域・企業など
がそれぞれの役割を担いながら、安心して子育てができるま
ちづくりを目指します。

みんなが主役
安心して子育てができるまちづくりを協働と循環の

まちの実現に

向けて

石川町
第5次総合計画

氏名：西牧　宏悦さん（80歳）
　　　　　フヂヱさん（73歳）
住所：新町

子育てが思い出になっています

▲放課後児童クラブの様子
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い
し
か
わ
の
歴
史

故
郷
の
歩
み
を
学
ぶ

29 
ア
ジ
ア・太
平
洋
戦
争
と
石
川

�
樹
種
　
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

�
特
記
事
項

　
野
木
沢
地
区
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
藤
田
城
跡
に
植
樹
さ
れ
た
桜

で
す
。
樹
齢
は
若
い
で
す
が
、
元
気
な
桜
が
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
見
ご
た
え
が
あ
る
お
花
見
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

�
見
頃
　

4
月
中
旬

藤田城跡の桜
中野字高ノ内及び滑津地内石川桜めぐり

　
昭
和
13
年
（
1
9
3
8
）
4
月
、

「
国
家
総
動
員
法
」
が
公
布
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
「
国
民
徴
用
令
」・

「
価
格
統
制
令
」
な
ど
国
民
生
活
を
統

制
す
る
法
令
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
前

者
は
国
民
を
強
制
的
に
軍
需
産
業
に
動

員
し
、
後
者
は
物
資
の
値
上
げ
を
禁
止

し
公
定
価
格
に
統
一
す
る
も
の
で
し
た
。

　
こ
う
し
て
経
済
面
で
の
臨
戦
態
勢
が

着
々
と
整
備
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
恐

慌
の
余
波
は
続
い
て
い
ま
し
た
。
た
と

え
ば
、
同
14
年
3
月
の
野
木
沢
村
で
は
、

小
学
校
教
員
8
人
に
給
料
3
8
4
円
を

支
払
う
べ
き
と
こ
ろ
、
実
際
の
支
払
い

は
23
円
で
し
た
。
原
因
は
「
村
税
滞
納

多
キ
ニ
依
ル
」
に
あ
り
ま
し
た
。

　
政
治
面
で
は
15
年
10
月
、
近こ

の
え
ふ
み
ま
ろ

衛
文
麿

内
閣
に
よ
り
「
大た

い
せ
い
よ
く
さ
ん
か
い

政
翼
賛
会
」
が
つ
く

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
政
友
会
・
民
政

党
な
ど
の
政
党
が
解
散
し
て
合
流
し
、

政
党
政
治
と
国
会
は
事
実
上
機
能
停
止

に
な
り
ま
し
た
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
第
二
次
世
界
大
戦

開
始
の
虚き

ょ
を
突
き
、
日
本
は
同
年
9
月

フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ
に
侵
攻
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
日
独
伊
三
国
同
盟
を
締

結
し
て
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
ド
イ
ツ
と
提

携
し
ま
し
た
。

　
臨
戦
態
勢
の
締
め
く
く
り
は
同
年
11

月
10
日
、
全
国
で
行
わ
れ
た
「
紀
元

二
千
六
百
年
」
と
い
う
国
家
イ
ベ
ン
ト

で
し
た
。
石
川
郡
内
で
も
町
村
単
位
に

記
念
式
典
や
日
の
丸
・
提
灯
を
持
っ
て

の
デ
モ
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

行
事
の
趣
旨
は
初
代
の
神
武
天
皇
が
即

位
し
て
2
6
0
0
年
と
い
う
も
の
で
し

た
。
こ
れ
は
現
代
の
歴
史
学
か
ら
み
る

と
縄
文
時
代
で
す
が
、
当
時
の
国
民
は

世
界
に
類
の
な
い
「
神
国
日
本
」
の
歴

史
で
あ
る
と
熱
狂
し
ま
し
た
。

　
16
年
7
月
、
石
川
地
方
は
有
史
以
来

の
大
洪
水
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
家

屋
が
流
失
し
、
床
上
・
床
下
浸
水
が

1
2
0
0
戸
と
い
う
大
水
害
で
し
た
。

　
中
国
大
陸
で
の
戦
争
は
泥
沼
化
し
、

軍
部
は
社
会
主
義
国
ソ
連
を
警
戒
し
な

が
ら
も
活
路
を
東
南
ア
ジ
ア
に
求
め
ま

し
た
。
こ
の
地
域
は
欧
米
諸
国
の
植
民

地
だ
っ
た
の
で
、
日
本
は
進
出
の
た
め

「
大だ

い
と
う
あ
き
ょ
う
え
い
け
ん

東
亜
共
栄
圏
」
と
い
う
美
名
を
掲

げ
ま
し
た
が
、
そ
の
実
は
石
油
な
ど
の

資
源
獲
得
が
目
的
で
し
た
。
こ
れ
に
対

し
ア
メ
リ
カ
は
同
16
年
8
月
石
油
の
対

日
輸
出
を
全
面
的
に
禁
止
し
、
対
立
が

激
化
し
ま
し
た
。

　
10
月
に
は
東と

う
じ
ょ
う
ひ
で
き

条
英
機
内
閣
が
成
立
し
、

12
月
8
日
の
ハ
ワ
イ
の
真
珠
湾
奇
襲
と

マ
レ
ー
半
島
上
陸
に
よ
り
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
戦
争
に
突
入
し
ま
し
た
。

  

日
本
は
先
制
攻
撃
に
よ
り
南
太
平
洋

一
帯
を
占
領
し
ま
し
た
が
、
同
17
年
6

月
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
で
の
大
敗
か

ら
守
勢
に
ま
わ
り
、
同
19
年
11
月
か
ら

本
土
空
襲
が
始
ま
り
ま
し
た
。

  

青
・
壮
年
の
徴
兵
に
よ
り
国
内
の
労

働
力
が
不
足
し
た
た
め
、
生
徒
の
動
員

が
始
ま
り
ま
し
た
。
私
立
石
川
中
学
校

は
沢
田
村
の
飛
行
場
建
設
、
横
浜
市
鶴

見
・
日
立
・
相
模
原
の
軍
需
工
場
、
石

川
高
等
女
学
校
は
川
崎
の
自
動
車
工
場

に
動
員
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
石
川
中

の
生
徒
は
石
川
山
で
の
ウ
ラ
ン
鉱
採
掘

に
従
事
し
ま
し
た
。
陸
軍
は
原
子
爆
弾

の
開
発
を
目
指
し
て
い
た
の
で
す
。石川駅での徴兵兵士の見送り

（『石川町史』第二巻による）



ほうれん草の中華炒め

●食改さんの　　　　　　　
　私たちは、「TUNAGU（繋ぐ）」をテ
ーマに、「みんなでつなごう健康の
輪！！」を広める活動をしています。世代
を超えて、地域のみんなで一緒に健康づ
くりに取り組み、健康になろうと正しい
食生活や生活習慣病予防のための食事
を伝えています。
　生活習慣病予防には薄味の食事を心
がけることが大切です。そのための減塩
料理です。
　減塩するコツは、長ネギや生姜などの
香味野菜を使うことです。香りやスパイ
スのある食材を使うと、薄味でも美味し
く食べられます。

●食改さんの　　　　　　　
　私たちは、「TUNAGU（繋ぐ）」をテ
ーマに、「みんなでつなごう健康の
輪！！」を広める活動をしています。世代
を超えて、地域のみんなで一緒に健康づ
くりに取り組み、健康になろうと正しい
食生活や生活習慣病予防のための食事
を伝えています。
　生活習慣病予防には薄味の食事を心
がけることが大切です。そのための減塩
料理です。
　減塩するコツは、長ネギや生姜などの
香味野菜を使うことです。香りやスパイ
スのある食材を使うと、薄味でも美味し
く食べられます。

●栄養士のひとこと
　生活習慣病は偏った食生活・運動不足・飲酒習慣・喫煙・
ストレスなどが原因となって起こる病気のことで、危険因子
として、高血圧・糖尿病・脂質異常症（コレステロール）があ
ります。原因のひとつに、塩分（塩辛いもの）・脂質（油っこ
いもの）・糖分（甘いもの）の摂り過ぎなど、日頃からの食習
慣があげられます。日頃から、バランスのとれた食事を意識
することが重要です。まずは日常生活を見直し、予防に心が
けましょう！

●栄養士のひとこと
　生活習慣病は偏った食生活・運動不足・飲酒習慣・喫煙・
ストレスなどが原因となって起こる病気のことで、危険因子
として、高血圧・糖尿病・脂質異常症（コレステロール）があ
ります。原因のひとつに、塩分（塩辛いもの）・脂質（油っこ
いもの）・糖分（甘いもの）の摂り過ぎなど、日頃からの食習
慣があげられます。日頃から、バランスのとれた食事を意識
することが重要です。まずは日常生活を見直し、予防に心が
けましょう！

●作り方
①ほうれん草は堅めに茹で、3～4㎝の長さに
切る。
②春雨は熱湯で戻し、食べやすい長さに切
る。
③フライパンに油小さじ1を加え熱し、炒り卵
を作る。
④長ネギと生姜はみじん切りにする。
⑤残りの小さじ1の油をフライパンに熱し、④
を炒めたら①のほうれん草を加えて炒め
る。
⑥⑤をAの調味料を加え味付けし、②の春雨、
③の卵を混ぜて出来上がり。

●作り方
①ほうれん草は堅めに茹で、3～4㎝の長さに
切る。
②春雨は熱湯で戻し、食べやすい長さに切
る。
③フライパンに油小さじ1を加え熱し、炒り卵
を作る。
④長ネギと生姜はみじん切りにする。
⑤残りの小さじ1の油をフライパンに熱し、④
を炒めたら①のほうれん草を加えて炒め
る。
⑥⑤をAの調味料を加え味付けし、②の春雨、
③の卵を混ぜて出来上がり。

材料（4人分）
ほうれん草…………………160g
乾燥春雨……………………10g
卵……………………………1個
長ネギ………………………10g
生姜…………………………1片
油………………………小さじ2
　　塩………………ひとつまみ
Ａ　しょうゆ……………小さじ1
　　酒……………………小さじ1{

◆地域福祉ネットワーク標語
「地域みんなで、気にかけあい・見守りあい・声かけあって、誰もが安心して暮らせる地域づくりを」

●
相
談
・
連
絡
先　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
２
６
―
４
６
０
６
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「
湯
郷
渡
サ
ロ
ン
」が
ス
タ
ー
ト

　
10
月
1
日
、
母
畑
地
区
3
か
所
目
の
サ
ロ
ン
と
し
て
「
湯
郷
渡
サ
ロ
ン
」
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　
行
政
区
を
は
じ
め
児
童
民
生
委
員
、
保
健
協
力
委
員
等
、
湯
郷
渡
地
区
の
役

員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
参
加
呼
び
か
け
、
送
迎
、
会
場
準
備
等
の
サ
ロ
ン
運
営
の

体
制
づ
く
り
な
ど
の
協
力
に
よ
り
、
35
名
の
方
が
参
加
し
て
開
所
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
サ
ロ
ン
の
意
義
や
効
果
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
ゆ

っ
く
り
と
全
身
の
筋
肉
を
ほ
ぐ
し
、
脳
の
活
性
化
運
動
と
リ
ズ
ム
運
動
を
行
い

ま
し
た
。
脳
の
活
性
化
運
動
で
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
「
あ
れ
っ
！
」「
あ

れ
っ
！
」
の
声
と
笑
い
声
が
飛
び
交
い
、「
高

原
列
車
」
の
歌
に
乗
せ
た
リ
ズ
ム
運
動
で
は

「
こ
れ
は
、
い
い
な
い
！
」
と
こ
こ
一
番
の
笑

顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
運
動
の
後
、
声
高
ら
か
な
乾
杯
と
役
員
の

方
が
準
備
し
た
お
赤
飯
で
サ
ロ
ン
開
始
を
祝
い
、

運
動
だ
け
で
は
な
く
交
流
も
大
切
に
す
る
温

か
い
心
が
通
い
合
う
サ
ロ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
湯
郷
渡
サ
ロ
ン
」
は
、
毎
月
第
1
火
曜
日
、

午
前
9
時
30
分
か
ら
湯
郷
渡
公
会
堂
で
活
動

し
ま
す
の
で
、
近
隣
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
み
ん
な
で
運
動
し
て
、
お
も
い
っ
き
り
笑

っ
て
、
若
返
り
ま
し
ょ
う
!!
」
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平
成
26
年
度 

石
川
町

奨
学
生
候
補
者（
予
約
）募
集

子
ど
も
ス
ケ
ー
ト
教
室・親
子

ス
ケ
ー
ト
教
室
参
加
者
募
集

自
衛
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　
母
畑
レ
ー
ク
サ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ス
ケ
ー
ト
の
基
礎
や
滑
り
方
を
楽
し
く

学
ぶ
た
め
に
「
子
ど
も
ス
ケ
ー
ト
教
室
」

と
「
親
子
ス
ケ
ー
ト
教
室
」
を
開
催
し

ま
す
。

 

子
ど
も
ス
ケ
ー
ト
教
室 

●
対
象　

　
石
川
郡
内
の
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で

●
受
講
料　
4
，0
0
0 

円

●
定
員　
70
名

 

親
子
ス
ケ
ー
ト
教
室 

●
対
象　
石
川
郡
内
在
住
（
ま
た
は
勤

務
）
の
幼
児
か
ら
大
人
ま
で

●
受
講
料　
8
，0
0
0 

円

（
1
人　
4
，0
0
0 

円
）

●
定
員　
10
組

（
大
人
の
方
だ
け
で
も
受
講
で
き
ま
す
）

共
通
事
項

●
期
日　
12
月
22
日
㈰
～
平
成
26
年
2

月
23
日
㈰
ま
で
の
毎
週
日
曜
日

●
時
間　
午
前
9
時
30
分
～

午
前
11
時
30
分
ま
で

●
内
容　

　
陸
上
歩
行
練
習
、
氷
上
歩
行
練
習
、

　
氷
上
滑
走
練
習
、
認
定
テ
ス
ト
ほ
か

●
講
師　
渡
辺
啓
輔
先
生
（
日
本
ス

ケ
ー
ト
連
盟
公
認
指
導
員
）
及
び
石
川

●
対
象
者

　
平
成
26
年
4
月
に
高
等
学
校
・
高
等

専
門
学
校
（
国
立
福
島
工
業
高
等
専
門

学
校
等
）・
大
学
（
短
大
を
含
む
）・
専

修
学
校
（
修
業
年
数
2
年
以
上
の
専
門

課
程
）
へ
進
学
を
希
望
し
て
い
る
者
。

●
貸
付
額
（
一
か
月
当
た
り
）

高
校
等

　
公
立
…
1
５
，0
0
0
円

　
私
立
…
2
0
，0
0
0
円

大
学
、
専
修
学
校

　
自
宅
通
学
…
…
3
５
，0
0
0
円

　
自
宅
外
通
学
…
５
0
，0
0
0
円

※
私
立
の
方
が
1
５
，0
0
0
円
、
自

宅
外
通
学
の
方
が
3
５
，0
0
0
円
を

希
望
す
る
こ
と
は
可
。

●
貸
与
期
間　

　
平
成
26
年
4
月
か
ら
在
学
す
る
学
校

の
正
規
の
修
業
期
間
。

●
資
格

　
①
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
進
学

ス
ケ
ー
ト
ク
ラ
ブ
員

●
申
込
期
限　

　
12
月
18
日
㈬
午
後
５
時
ま
で

※
受
講
料
は
、
全
日
程
10
回
分
の
料
金

で
、
指
導
料
と
貸
靴
代
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
母
畑
レ
ー
ク
サ
イ
ド
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
☎
2
6
ı
3
9
8
6

者
に
つ
い
て
は
、
石
川
町
内
に
引
き
続

き
1
年
以
上
住
所
を
有
す
る
こ
と
。

　
②
専
修
学
校
進
学
者
に
つ
い
て
は
、

専
修
学
校
に
入
学
す
る
ま
で
、
石
川
町

内
に
引
き
続
き
1
年
以
上
住
所
を
有
す

る
こ
と
。

　
③
大
学
進
学
者
に
つ
い
て
は
、
大
学

に
入
学
す
る
ま
で
又
は
、
大
学
に
入
学

の
目
的
を
も
っ
て
住
所
を
移
転
す
る
ま

で
、
石
川
町
内
に
引
き
続
き
1
年
以
上

住
所
を
有
す
る
こ
と
。

　
④
品
行
が
正
し
く
学
業
に
す
ぐ
れ
、

身
体
が
強
健
で
あ
る
こ
と
。

　
⑤
能
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
で
あ
る

者
。

●
返
済
方
法　
卒
業
の
6
か
月
後
か
ら

月
払
い
で
10
年
（
高
校
等
は
、
７
年
）

以
内
に
返
還
す
る
こ
と
。

　
返
済
額
（
月
額
）

高
校
等

　
公
立
…
…
8
，0
0
0
円
以
上

　
私
立
…
1
0
，0
0
0
円
以
上

大
学
等　

　
自
宅
…
…
１
５
，0
0
0
円
以
上

　
自
宅
外
…
2
0
，0
0
0
円
以
上

●
出
願
手
続　
教
育
委
員
会
所
定
の
願

書
を
在
学
学
校
長
又
は
，卒
業
学
校
長

の
推
薦
を
経
て
提
出
す
る
こ
と
。
出
願

用
紙
は
、
教
育
委
員
会
で
交
付
し
ま
す
。

（
提
出
書
類
）

　
①
奨
学
生
願
書

　
②
奨
学
生
推
薦
調
書

　
③
所
得
証
明
書
、
住
民
票
謄
本

　
④
連
帯
保
証
人
の
住
民
票
抄
本

　
⑤
成
績
証
明
書　
等

●
募
集
人
員

　
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・
大
学

（
短
大
を
含
む
）・
専
修
学
校
入
学
予
定

者　
若
干
名

●
募
集
期
間　

　
平
成
25
年
12
月
2
日
㈪
～

平
成
26
年
1
月
17
日
㈮

●
奨
学
生
の
決
定

　
平
成
26
年
2
月
上
旬
に
決
定
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
石
川
町
教
育
委
員
会 

総
務
係

☎
2
6
ı
9
1
3
4

　
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
の
採
用
試

験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
種
目

　
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

●
応
募
資
格

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

●
受
付
期
間

　
平
成
26
年
1
月
17
日
㈮
ま
で

●
試
験
日
・
会
場

・
平
成
26
年
1
月
25
日
㈯

（
陸
上
自
衛
隊
郡
山
駐
屯
地
）

・
平
成
26
年
1
月
26
日
㈰

（
陸
上
自
衛
隊
福
島
駐
屯
地
）

●
試
験
科
目

　
筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、
社
会
、

作
文
）、
適
性
検
査
、
口
述
試
験
、
身

体
検
査

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
白
河
地
域
事
務
所

☎
0
2
4
8
ı
2
4
ı
0
3
７
2

●
募
集
人
員　
17
名

●
勤
務
先　

　
町
内
の
保
育
所
及
び
児
童
館

●
雇
用
期
間

　
平
成
26
年
4
月
1
日
㈫

　
　
　
　
　
～
平
成
27
年
3
月
30
日
㈪

●
勤
務
日

　
原
則
と
し
て
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま

で
（
祝
祭
日
は
除
く
）
の
中
で
5
日
間

●
勤
務
時
間

　
午
前
7
時
15
分
～
午
後
6
時
15
分
の

間
の
7
時
間
45
分

　
※
早
番
遅
番
の
シ
フ
ト
有
り

●
申
込
方
法

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
の
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
採
用
方
法

　
書
類
選
考
及
び
面
接
の
上
、
決
定
し

臨
時
保
育
士
を
募
集
し
ま
す

ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
福
祉
課　
児
童
福
祉
係

☎
2
6
ı
0
8
1
1
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飲
料
水
と
し
て
地
下
水
（
井
戸
水
）

を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
で
、
水
質
の
検

査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
町
民
生
活
課

ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
検
査
方
法

　
専
門
機
関
が
行
い
ま
す
。

●
検
査
項
目

　
一
般
細
菌
、
大
腸
菌
、
硝
酸
態
窒
素

及
び
亜
硝
酸
態
窒
素
、
鉄
、
塩
化
物
イ

オ
ン
、
硬
度
、
蒸
発
残
留
物
、
有
機
物
、

ｐ
Ｈ
値
、
味
、
臭
気
、
色
度
、
濁
度
の

13
項
目
及
び
放
射
能
検
査
（
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
）

※
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
検
出
器
に
よ

る
精
密
検
査
で
す
。（
検
出
限
界
値
1

ベ
ク
レ
ル
／
㎏
未
満
）

●
申
込
方
法

　
検
査
費
用
を
添
え
て
申
し
込
み
用
紙

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
町
民

生
活
課
に
あ
り
ま
す
。

●
検
査
費
用
（
お
つ
り
の
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。）

1
．指
定
日
に
役
場
に
持
参
す
る
場
合

　
・
一
般
検
査
（
13
項
目
）

　
　
　
1
0
，0
0
0
円

　
・
一
般
検
査
＋
放
射
能
検
査

　
　
　
1
8
，4
0
0
円

　
・
放
射
能
検
査
の
み

　
　
　
　
8
，4
0
0
円

2
．検
査
機
関
の
職
員
が
指
定
日
に
採

水
す
る
場
合

　
・
一
般
検
査
（
13
項
目
）

　
　
　
1
1
，0
2
５
円

　
・
一
般
検
査
＋
放
射
能
検
査

　
　
　
2
0
，4
７
５
円

　
・
放
射
能
検
査
の
み

　
　
　
　
9
，4
５
0
円

●
採
水
方
法

　
町
民
生
活
課
に
持
参
い
た
だ
く
か
、

検
査
機
関
の
職
員
が
訪
問
し
て
採
水
し

ま
す
が
、
訪
問
の
際
に
は
ご
家
族
の
方

の
立
ち
会
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
役
場
に
持
参
し
て
い
た
だ
く
日
時

　
2
月
19
日
㈬

　
午
後
1
時
か
ら
午
後
4
時
30
分

●
検
査
機
関
の
職
員
が
採
水
訪
問
を
す

る
日

　
2
月
19
日
㈬
（
申
し
込
み
時
に
時
間

を
確
認
し
ま
す
）

●
検
査
結
果

　
水
質
検
査
成
績
書
を
申
し
込
み
者
へ

送
付
し
ま
す
。（
所
要
日
数
14
日
程
度
）

●
申
込
期
間

　
2
月
3
日
㈪
か
ら
2
月
13
日
㈭

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
生
活
課　
環
境
対
策
係

　
年
内
に
し
尿
の
汲
み
取
り
及
び
浄
化

槽
清
掃
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
12
月
13

日
㈮
ま
で
に
石
川
地
方
生
活
環
境
施
設

組
合
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
年
始
は
、
1
月
6
日
㈪
か
ら
汲
み
取

り
を
行
い
ま
す
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組
合

☎
2
6
ı
2
７
8
4

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日

（
賦
課
期
日
）
現
在
の
土
地
、
家
屋
、

償
却
資
産
（
こ
れ
を
「
固
定
資
産
」
と

い
い
ま
す
）
の
所
有
者
に
対
し
課
税
さ

れ
ま
す
。

　
今
年
中
に
家
屋
を
滅
失
（
取
り
壊
し
）

し
た
場
合
や
、
売
買
な
ど
に
よ
り
未
登

記
家
屋
の
所
有
者
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、

　
年
末
年
始
は
排
出
さ
れ
る
ご
み
が
多

く
な
り
ま
す
。
ご
み
の
排
出
は
、
指
定

日
の
朝
6
時
か
ら
8
時
ま
で
の
間
に
、

お
住
い
の
区
域
に
設
置
さ
れ
た
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
排
出
を
守
り
、
通
勤

途
中
の
他
所
へ
の
排
出
や
、
排
出
忘
れ

な
ど
に
よ
る
指
定
日
以
外
の
排
出
は
し

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
一
般
家
庭
ご
み

　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
ご
み
収
集

及
び
可
燃
ご
み
の
直
接
搬
入
は
12
月
30

日
㈪
ま
で
行
い
ま
す
。
年
始
は
、
1
月

6
日
㈪
か
ら
と
な
り
ま
す
。

※
12
月
31
日
㈫
～
1
月
5
日
㈰
ま
で
の

6
日
間
は
、
ご
み
の
収
集
を
行
い
ま
せ

ん
の
で
家
庭
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
粗
大
ご
み

　
12
月
25
日
㈬
午
後
4
時
ま
で
に
「
き

ら
ら
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
で
受
け
付

け
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
年
内
に
回
収

し
ま
す
。

　
年
始
は
、
1
月
6
日
㈪
午
前
9
時
か

ら
受
け
付
け
を
し
ま
す
。

●
事
業
系
一
般
ご
み

　
事
業
系
ご
み
の
指
定
車
に
よ
る
搬
入

は
12
月
30
日
㈪
午
後
4
時
ま
で
受
け
付

け
し
ま
す
。

　
年
始
は
、
1
月
6
日
㈪
午
前
9
時
か

ら
受
け
付
け
し
ま
す
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

◎
可
燃
ご
み

　
石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組
合

☎
2
6
ı
2
７
8
4

◎
不
燃
・
資
源
・
粗
大
ご
み

　
き
ら
ら
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
2
6
ı
７
５
0
0

　
労
働
力
調
査
は
、
我
が
国
の
就
業
状

況
を
把
握
す
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る

基
幹
統
計
調
査
で
す
。

　
就
業
者
数
、
完
全
失
業
者
数
、
完
全

失
業
率
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
経
済

対
策
や
雇
用
・
失
業
対
策
に
役
立
て
ら

れ
ま
す
。

●
対
象
地
域

　
・
字
屋
敷
入
の
一
部
地
域

●
対
象
者

　
対
象
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
の
う
ち
、

統
計
法
に
基
づ
き
抽
出
さ
れ
た
世
帯
の

15
歳
以
上
の
方

●
調
査
期
間

　
平
成
26
年
1
月
～
平
成
26
年
5
月

●
調
査
方
法

　
知
事
が
委
嘱
し
た
統
計
調
査
員
が
世

帯
を
訪
問
し
て
調
査
し
ま
す
。

●
そ
の
他

　
調
査
票
に
書
か
れ
た
事
柄
は
、
統
計

法
に
よ
り
厳
し
く
秘
密
が
守
ら
れ
、
統

計
以
外
の
目
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
安
心
し
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
県
統
計
課

☎
0
2
4
ı
５
2
1
ı
７
1
4
５

年
末
、年
始
の

ご
み
の
収
集
に
つ
い
て

今
年
の
し
尿
汲
み
取
り
申
込
み

は
12
月
13
日
㈮
ま
で
に
！

『
家
屋
滅
失
届
』や『
未
登
記
家
屋

の
所
有
権
移
転
届
』に
つ
い
て

ご
み
の
排
出
は
、お
住
い
の

区
域
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

地
下
水（
井
戸
水
）の
水
質

検
査
を
受
け
ま
せ
ん
か

労
働
力
調
査
に

ご
協
力
を
！

☎
2
6
ı
9
1
2
2

※
無
料
の
放
射
能
簡
易
測
定
は
、
放
射

性
物
質
簡
易
測
定
所
（
要
電
話
予
約

2
6
ı
0
4
７
５
）
で
行
え
ま
す
。

税
務
課
資
産
税
係
ま
で
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

　
た
だ
し
、
す
で
に
法
務
局
で
滅
失
登

記
や
所
有
権
移
転
登
記
を
済
ま
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
届
け
出
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。　

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課
資
産
税
係☎

2
6
ı
9
1
1
9



広報いしかわ 12 月号 ● 16

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止

県
民
総
ぐ
る
み
運
動
に
つ
い
て

平
成
26
年
１
月
１
日
よ
り
延
滞
金

の
計
算
方
法
が
変
更
と
な
り
ま
す

　
「
麻
し
ん
・
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）」「
ジ

フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
」「
日
本
脳
炎
」

の
予
防
接
種
は
も
う
お
済
み
で
す
か
？

　
ま
だ
予
防
接
種
を
完
了
し
て
い
な
い

方
は
、
冬
休
み
期
間
中
に
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

 

第
２
期
麻
し
ん
・
風
し
ん 

◦
対
象
者

　
平
成
19
年
4
月
2
日
～
平
成
20
年
4

月
1
日
生
ま
れ
（
※
保
育
所
・
幼
稚
園

の
年
長
児
）

◦
接
種
期
間　

　
平
成
26
年
3
月
31
日
㈪
ま
で

 

第
２
期
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風 

◦
対
象
者

　
平
成
13
年
4
月
2
日
～
平
成
14
年
4

月
1
日
生
ま
れ
（
※
小
学
6
年
生
）

◦
接
種
期
間　

　
13
歳
の
誕
生
日
の
前
々
日
ま
で

 

日
本
脳
炎 

◦
対
象
者

【
1
期
初
回
・
追
加
】

　
・
3
～
4
歳
の
お
子
さ
ん

　
・
平
成
15
年
4
月
2
日
～
平
成
19
年

4
月
1
日
生
ま
れ
（
小
学
1
～
4
年
生
）

【
2
期
】

　
・
平
成
7
年
4
月
2
日
～
平
成
8
年

4
月
1
日
生
ま
れ
（
高
校
3
年
生
相
当

の
方
）

◦
接
種
期
間　

　
3
～
4
歳
の
お
子
さ
ん
は
生
後
90
か

月
に
至
る
ま
で
の
間
、
小
学
1
～
4
年

生
お
よ
び
高
校
3
年
生
相
当
の
方
は
、

20
歳
未
満
の
間

●
接
種
料
金　
　
無
料

●
接
種
方
法　
　
個
別
接
種
（
事
前
に

必
ず
医
療
機
関
へ
予
約
を
し
て
く
だ
さ

い
）

●
持
参
す
る
物　
予
診
票
、
母
子
健
康

手
帳
、
健
康
保
険
証

　
農
業
委
員
の
選
挙
権
を
有
す
る
た
め

に
は
、
毎
年
1
月
1
日
現
在
に
よ
る
選

挙
人
名
簿
登
載
の
申
請
が
必
要
で
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
、
次
に
よ
り
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
で
き
る
条
件

①
平
成
6
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
で
、
石
川
町
に
住
所
が
あ
る
こ

と
。

②
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て

い
る
経
営
主
と
そ
の
家
族
。

③
年
間
、
お
お
む
ね
60
日
以
上
の
農
業

従
事
日
数
が
あ
る
こ
と
。

●
申
請
の
方
法

①
申
請
で
き
る
条
件
を
す
べ
て
満
た
す

方
の
み
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

②
申
請
書
は
12
月
中
旬
ご
ろ
に
郵
送
い

た
し
ま
す
。

③
返
信
用
封
筒
を
同
封
い
た
し
ま
す
の

で
、
郵
送
に
て
1
月
1
日
㈬
以
降
、

1
月
10
日
㈮
ま
で
に
町
農
業
委
員
会

ま
で
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
よ
り
提
出
方
法
が
、
返
信
用

封
筒
に
よ
る
提
出
と
変
更
に
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
2
6
ı
9
1
2
9

　
年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
県
民
総

ぐ
る
み
運
動
が
次
の
と
お
り
実
施
さ

れ
ま
す
。
交
通
事
故
防
止
の
た
め
、
交

通
ル
ー
ル
を
遵
守
し
、
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

●
運
動
の
重
点

①
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

（
特
に
、
反
射
材
用
品
等
の
着
用
の

推
進
）

②
飲
酒
運
転
な
ど
悪
質
・
危
険
な
運
転

の
根
絶

③
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

●
期
間　
平
成
25
年
12
月
10
日
㈫

～
平
成
26
年
1
月
7
日
㈫

●
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
光
り
ま
す　
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
と　

反
射
材
」

●
P
M
4
（
ピ
ー
エ
ム
・
フ
ォ
ー
）
ラ

イ
ト
オ
ン
運
動
に
つ
い
て

　
運
転
者
の
皆
さ
ん
は
、
午
後
4
時
を

目
安
と
し
た
ラ
イ
ト
の
早
め
点
灯
、
夜

間
の
ラ
イ
ト
の
上
向
き
・
下
向
き
の
こ

ま
め
な
切
り
替
え
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
期
間

　
平
成
25
年
11
月
1
日
㈮

～
平
成
26
年
2
月
28
日
㈮

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
生
活
課　
生
活
安
全
係

☎
2
6
ı
9
1
2
７

●
延
滞
金
に
関
す
る
改
正
に
つ
い
て

　
平
成
26
年
1
月
1
日
以
降
の
期
間

（
納
期
限
の
翌
日
か
ら
完
納
ま
で
の
期

間
）
よ
り
、
延
滞
金
の
計
算
方
法
（
計

算
率
）
が
次
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

①
平
成
25
年
12
月
31
日
ま
で

　
延
滞
金
＝
（
税
額
×
（
基
準
割
引
率

＋
4
％
）
×
A
÷
3
6
５
）
＋
（
税

額
×
14
・
6
％
×
B
÷
3
6
５
）

A
：
納
期
限
の
翌
日
か
ら
1
ヶ
月
を

経
過
す
る
日
ま
で
の
日
数

B
：
納
期
限
の
翌
日
か
ら
1
ヶ
月
を

経
過
し
た
日
の
翌
日
か
ら
、
納
付

し
た
日
ま
で
の
日
数

②
平
成
26
年
1
月
1
日
以
降

　
延
滞
金
＝
（
税
額
×
（
特
例
基
準
割

合
＋
1
％
）
×
A
÷
3
6
５
）
＋

（
税
額
×
（
特
例
基
準
割
合
＋
7
・

3
％
）
×
B
÷
3
6
５
）

●
基
準
割
引
率
と
は

　
日
本
銀
行
法
第
1
５
条
第
1
項
第
1

号
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
商
業
手

形
の
基
準
割
引
率
の
こ
と
で
す
。

●
特
例
基
準
割
合
と
は

　
各
年
の
前
々
年
の
10
月
か
ら
前
年
の

9
月
ま
で
の
各
月
に
お
け
る
銀
行
の
新

規
の
短
期
貸
出
約
定
平
均
金
利
の
合
計

を
12
で
除
し
て
得
た
割
合
と
し
て
各
年

の
前
年
の
12
月
15
日
ま
で
に
財
務
大
臣

が
告
示
す
る
割
合
に
、
年
1
％
の
割
合

を
加
算
し
た
割
合
を
い
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
収
納
係☎

2
9
ı
9
1
1
７

冬
休
み
期
間
を
利
用
し
て

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
登
載
申
請
の
ご
案
内

　
町
で
は
、
一
定
基
準
を
超
え
た
積
雪

時
に
主
要
幹
線
道
路
の
除
雪
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
重
機
を
使
用
し
て
の
作
業
と
な
り
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
な
い
よ
う
注
意
を

払
っ
て
作
業
し
て
い
ま
す
が
、
住
居
前

や
進
入
路
等
に
雪
が
残
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
除
雪
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
除
雪
作
業
は
、
町
業
者
が
国
道
、
県

道
、
町
道
の
順
番
で
行
う
こ
と
か
ら
町

道
の
除
雪
が
遅
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
都
市
建
設
課　
維
持
係

☎
2
6
ı
9
1
3
3

除
雪
に
対
す
る
ご
理
解
と

ご
協
力
の
お
願
い

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
2
6
ı
8
4
1
6
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冬
本
番
!!
石
川
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
営
業
期
間

　
12
月
21
日
㈯
～平

成
26
年
2
月
23
日
㈰

●
営
業
時
間　
午
前
9
時
～
午
後
7
時

●
休
館
日　
毎
週
月
曜
日

（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
火
曜
日
）

●
滑
走
料
金　

　
小
学
生
・
幼
児　
3
1
0
円

　
中
学
生　
4
2
0
円

　
高
校
生　
５
2
0
円

　
一　
般　
8
4
0
円

　
貸　
靴　
3
1
0
円

※
12
月
29
日
㈰
～
1
月
3
日
㈮
も
休
ま

ず
営
業
し
ま
す
。
た
だ
し
、
営
業
時
間

は
午
前
10
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
母
畑
レ
ー
ク
サ
イ
ド
セ
ン
タ
ー

☎
2
6
ı
3
9
8
6

　
年
末
年
始
の
休
館
は
、
12
月
28
日
㈯

か
ら
1
月
4
日
㈯
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
1
月
5
日
㈰
は
午
前
10
時
か

ら
通
常
通
り
開
館
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
石
川
町
温
水
プ
ー
ル

☎
2
6
ı
５
8
8
4

　
老
齢
年
金
及
び
受
給
者
死
亡
に
関
す

る
相
談
で
す
。
ま
た
、
厚
生
年
金
の
あ

る
方
は
原
則
、
市
町
村
の
窓
口
で
手
続

き
が
で
き
な
い
た
め
、
出
張
相
談
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
ご
利
用
の
際
は
事
前
に
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
開
催
日　
12
月
26
日
㈭

●
出
張
相
談
会
場

　
石
川
町
総
合
体
育
館
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

●
日
時

　
12
月
10
日
㈫

　
12
月
25
日
㈬

　
　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
石
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
☎
2
6
ı
3
７
9
3

　
行
政
相
談
委
員
に
よ
る
定
例
行
政
相

談
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

●
日
時　
12
月
14
日
㈯

　
　
　
　
午
前
9
時
～
正
午

●
場
所　
石
川
町
公
民
館

　
法
務
局
で
は
、
福
島
地
方
法
務
局
須

賀
川
出
張
所
の
統
合
・
廃
止
後
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
次
の
と
お
り
登
記

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
相
談
は
、
無
料
で
法
務
局
職
員
又
は

委
託
を
受
け
た
司
法
書
士
が
お
受
け
し

ま
す
。

　
登
記
に
関
す
る
ご
相
談
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
12
月
登
記
相
談
所
の
開
設
日

　
日
時
：
12
月
20
日
㈮

　
　
　
　
午
前
9
時
～
正
午

　
場
所
：
石
川
町
公
民
館

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
0
2
4
ı
５
3
4
ı
1
9
4
1

ル
ー
ム

●
相
談
時
間

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

●
予
約
受
付

　
郡
山
年
金
事
務
所

　
　
☎
0
2
4
ı
9
3
2
ı
3
4
3
4

※
予
約
電
話
は
午
前
8
時
30
分
～
午
後

5
時
15
分
ま
で
で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
生
活
課　
国
保
年
金
係

☎
2
6
ı
9
1
2
1

　福島県は、昨年に引き続き米の全量全袋を実施しています。今
年の石川町産米の検査は、約15万袋の検査を終え（11月18日現在）
99.999％の米が25Bq/kg未満となっており、平成25年産の石川町
産米の安全性が証明できました。
　なお、米の全量全袋検査は出荷米に限らず農家の皆さんが直接
消費する自己保有米や縁故米なども対象となっていますので、ま
だ検査がお済みでない方は、米の全袋検査所（☎26-6046）に予
約のうえ検査を受けられますようお願いします。
　また、11月末まではJAあぶくま石川・石川営農生活センター内
倉庫で検査を行ってきましたが、12月以降の検査はJA谷津倉庫（大
字双里字谷津6-10）で毎週火曜日と木曜日に検査を実施しますので、
検査を希望される方は米の全袋検査所又は町産業振興課農政係に
ご連絡のうえ検査を実施してください。
●予約・お問い合わせ先
　米の全袋検査所 ☎26-6046
　産業振興課農政係 ☎26-9126

平成25年石川町産米の全量全袋
検査状況　  

（平成25年9月24日〜11月18日検査分）
（単位：袋（30kg））

検査点数 割合

25Bq/kg未満 149,133 99.999％

25～50Bq/kg 2 0.001％

51～75Bq/kg 0 0％

76～100 Bq/kg 0 0％

100 Bq/kg超過 0 0％

計 149,135 100％

郡
山
年
金
事
務
所
に
よ
る
予
約
制

の
出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

定
例
行
政
相
談

心
配
ご
と
相
談

登
記
相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

石
川
町
温
水
プ
ー
ル
の

休
館
に
つ
い
て

石
川
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

12
月
21
日
㈯
オ
ー
プ
ン

米の全量全袋検査はお済みですか？12月以降はＪＡ谷津倉庫で検査を実施します



国 保 だ よ り
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　町では10月10日から31日まで、国保加入者の方
（40歳〜74歳）を対象に特定健診を実施しました。
（同時に75歳以上の方の高齢者健診、がん検診も実施）
　あなたは年に1回、健診を受けていますか。
　今年2月に厚生労働省が発表した「平成22年都道
府県別生命表」では、長年、長寿県だった沖縄県
の女性が3位に転落し、長野県が男女ともに1位に
なったことが載っていました。（福島県は男性45位、
女性は39位）
　何が長寿県と短命県を分けるのか…沖縄県と長
野県の差を生んでいる最大の原因は、65歳未満で
亡くなる“早死率”の違いで、沖縄の早死率は約
27％、実に3人に1人が65歳以下で亡くなっています。
対して長野県の早死率はその半分以下でした。
　65歳未満で亡くなる人の死因を見ると、心疾患
と脳梗塞が多く、これらを引き起こしているのは、
欧米型の食生活が浸透したことによる“肥満”に

他なりません。
　福島県も5歳〜14歳では肥満傾向が上位で、成人
も健診では中性脂肪やLDLコレステロールが高値で、
国保レセプト状況では虚血性心疾患などが多くみ
られます。
　ご存知のように、生活習慣病は自覚症状がない
のが特徴で、健診の血液検査の結果を見ないと気
付けないため、40歳を過ぎたら必ず健診を受けて、
食生活や運動など生活の見直しをしましょう。
　町の健診の受診券（黄色）が手元にある方は、
1月末日まで町内
の医療機関で健診
を受けることがで
きますので、ぜひ
利用して受診しま
しょう。

ジェネリック医薬品
（後発医薬品）をご存じですか？
・薬局に希望するジェネリック医薬品の取り扱いや在

庫がない場合もあります。
・病気や体質によっては、先発医薬品からジェネリッ

ク医薬品に変更できないこともあります。
・ジェネリック医薬品に代えても、窓口で支払う自己

負担が変わらないこともあります。
●まずはご相談ください
　ジェネリック医薬品の処方を希望されるときは、ま
ずはかかりつけの医師・薬剤師にご相談ください。
　ジェネリック医薬品を処方してもらうためには、医
師へ「ジェネリック医薬品にしてほしい」と伝えるこ
とが必要です。
　そのためには、かかりつけ医やかかりつけ薬局を持ち、
治療法や薬の情報提供を受けたり、相談をできるよう
な関係を築いておくことが大切です。
　もし、自分からジェネリック医薬品への変更を言い
出しにくい場合は、「ジェネリック医薬品希望カード」
を提示することで意思表示できます。

　ジェネリック医薬品（後発医薬品）とは、新薬（先
発医薬品）の特許が切れた後に販売される新薬と同じ
有効成分、同じ効能・効果を持つ医薬品のことです。
　ジェネリック医薬品と新薬は、まったく同じ薬では
ないため、形・色・味が異なる場合がありますが、品
質・有効性・安全性は厚生労働省が承認しています。
　新薬開発には十数年以上もの年月と数百億円以上も
の開発費用がかかるといわれています。しかし、ジェ
ネリック医薬品は3年〜5年で開発・製造することがで
き開発費用も少ないため価格が安く設定されています。
　そのため、ジェネリック医薬品の利用が進めば、窓
口で支払う自己負担が軽減されるだけでなく、年々増
え続ける国民医療費の節減につながると期待されてい
ます。
●ジェネリック医薬品に関する留意点
・1つの先発医薬品に対し、たくさんのジェネリック

医薬品が販売されています。
・変更を希望する先発医薬品に対し、ジェネリック医

薬品が製造されていないこともあります。

◆お問い合わせ先　 町民生活課　国保年金係　☎ 26-9125

自 殺 対 策 予 防 標 語
「 家 族 愛 ・ 地 域 の 愛 で 自 死 防 止 」

健診を受診しましたか

●お問い合わせ先　保健センター　☎26－8416
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石 川 町 12～ 1月 の 主 な 予 定

12 月  ● December 1月  ● January

●12月25日㈬までに納めましょう
　町県民税（第４期）
　国民健康保険税（第６期）
　介護保険料（第６期）
●1月6日㈪までに納めましょう
　後期高齢者医療保険料（第５期）

1

2

3
4
5

6

7
8
9

10
11
12

13
14

水

木

金
土
日

月

火
水
木
金
土
日

月
火

在宅当番医

在宅当番医

在宅当番医

消防団出初式（9：00〜）
在宅当番医　　　　　　　　　　　　　　

官公庁仕事始め
新年互礼会（16：00〜）

6〜7か月児教室（9：30〜）
3〜4か月児健診（13：00〜）
子ども遊び教室（9：30〜）

第66回成人式（11：00〜）
在宅当番医

在宅当番医

ひらた中央病院
（平田村）
ひらた中央病院
（平田村）
ひらた中央病院
（平田村）
クリスタルロード
ひらた中央病院
（平田村）

ホテル松多屋

保健センター
保健センター
中谷自治センター

ホテル松多屋
ひらた中央病院
（平田村）
添田医院

15
16
17
18
19
20
21
22

23
24
25
26
27
28
29

30

31

日
月
火
水
木
金
土
日

月
火
水
木
金
土
日

月

火

在宅当番医

1歳児教室（9：30〜）
3歳3か月児健診（13：00〜）
子ども遊び教室（9：30〜）

在宅当番医

在宅当番医

官公庁仕事納め

在宅当番医

在宅当番医

在宅当番医

ひらた中央病院
（平田村）

保健センター
保健センター
中谷自治センター

ひらた中央病院
（平田村）
添田医院

ひらた中央病院
（平田村）
ひらた中央病院
（平田村）
ひらた中央病院
（平田村）

（平成25年10月 1日～10月31日までの届出分で掲載希望のあった方　敬称略）

氏 名 保 護 者 住所

桑沢　　汐
しお

（和　典・おりえ）双　里
永沼　大

だい

地
ち

（勝　幸・さゆり）湯郷渡
矢内陽

ひ

奈
な

子
こ

（秀　明・恵　美）立ケ岡
永井　丈

じょうじ

嗣（孝　廣・千　絵）曲　木
常盤　悠

はる

希
き

（克　博・多恵子）屋敷入
矢内　心

み

彩
あ

（　諒　・美由紀）渡里沢
円谷　結

ゆ

愛
あ

（啓　太・江　里）中　野
二瓶　蒼

そう

大
だい

（由　徳・亜　耶）中　野

氏 名 住 所
迎　　　キ　ヨ （山　形）
添　田　照　代 （境ノ内）
市　川　巳　喜 （板　橋）
鈴　木　美　成 （板　橋）
喜　多　ミ　ヨ （当　町）
鈴　木　一　也 （形　見）
小森谷　三木藏 （松木下）
鈴　木　三一子 （板　橋）
瀬　谷　カ　ネ （中　田）
⻆　田　ト　ク （湯郷渡）
阿　部　イ　チ （双　里）
添　田　清　吉 （北山形）
円　谷　弘　好 （曲　木）
遠　藤　重　光 （山　形）
矢　内　　　武 （板　橋）
太　樂　キヨノ （板　橋）
羽　賀　ミサ子 （長久保）
瀨　谷　イコウ （中　田）

　新　郎　新　婦（住所）　

本間　孝宣（沢　井）・松崎　静香（沢　井）
添田　大樹（北山形）・大越　也子（郡山市）
関根　武蔵（沢　井）・秋山　彩香（矢吹町）

※先月号に掲載しました「小木　千寛」さんの読み仮名に誤りがありました。
　正しくは「おぎ　ちひろ」さんです。訂正してお詫び申し上げます。



編集後記
　早いものでもう12月。年々時間が
経つのが早くなっているような気がし
ます。冬に近づくにつれ気温も低くな
り、外に出るのも億劫になってしまい
ます。表紙の写真を撮った日の気温も
肌寒いものでしたが、小学生の中には
半そで短パンで元気にさつまいも掘
りをする子ども達もいて、びっくりし
ました。子ども達のように寒さに負け
ず、元気に今年最後の一月を過ごして
いきたいです。　　　　  （佐久間）

表紙の写真

第３20回第３20回

石川文化
幼稚園

【施設紹介】
　石川文化幼稚園はクローバー保育園と2つの園舎が
並び認定こども園として3年目を迎え、0歳から就学前ま
での子ども達が生活しています。木々や花々が風にそよ
ぐ園庭には、子ども達の元気な声が響きます。自然豊か
な環境の中で、自分や相手の気持ちを伝え合いながら、
体を動かし、頭を使い、友達と一緒に逞しく育っていま
す。元気で明るい子・やさしい子・かしこい子・全人教育を
柱として教職員一同子ども達と共に生活をしています。

町民憲章
1.自然と文化を愛し
　　　　　　　豊かな町をつくりましょう
1.親切と勤労をむねとし
　　　　　　　住みよい町をつくりましょう
1.歴史と未来をみつめ
　　　　　　　誇りある町をつくりましょう

●今月の隊長（広報無線の声）

野木沢小学校　６年　  近内　貴哉さん

Ｑ．毎日の通学などで気をつけていることは？
Ａ．通学路がせまいので車が来たら止まってはじによる

ようにしています。
Ｑ．将来の夢を聞かせてください。
Ａ．将来は、地元で取れた食材を使った料理人になりたい

です。

子ども防犯呼びかけ隊子ども防犯呼びかけ隊子ども防犯呼びかけ隊
あつ  や

編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL（0247）26-2112　FAX（0247）26-0360
URL http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

町の人口

１６，８７３人（　△  ５）
（  ）内前月比●11月１日現在住民基本台帳●

男
女
世帯数

８，２２１人（　　  ０）
８，６５２人（　△  ５）
５，７５５戸（　△  １）

　第一保育所に通う鈴木　遼大（りょうた）く
ん、祖父の美一さん、祖母の幸子さんです。
　第一保育所に通う鈴木　遼大（りょうた）く
ん、祖父の美一さん、祖母の幸子さんです。

再生紙を使用しています

「遊びにおいで！ひばりタウンへようこそ！」
“ブップー”“ガタンゴトン”楽しい乗り物が走ります。あっちの森からは動物や虫の声が聞こえます。秋のお散歩は楽しいことが盛り
だくさん。ひばりタウンへみんなも遊びにおいで！


